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金沢大学環境方針 
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 学長と汗を流そう！角間の里山下草刈りプロジェクト with PII
 2015 年 6 月 20 日、角間キャンパス里山ゾーンにおいて「学長と汗を流そう！角間の里山下草刈
りプロジェクト with PII」を実施し、本学学生や海外大学の学生、地元 NPO や森林組合のスタッフ
など約 80 名が参加しました。 
 「学長と汗を流そう！角間の里山下草刈りプロジェクト」は、山崎光悦学長の指導のもと、学生が
下草刈りで汗を流すことで、里山保全への理解を深めながら社会で活躍するための基礎力（人間力）
を養うことを目的としています。2015 年度 2 回目となる今回は、石川県の PII（プリンストン・イ
ン・いしかわ）事業で来県しているアメリカのプリンストン大学などの海外大学の学生も参加し、里
山ゾーン内のアジチ谷周辺で下草刈りや植樹体験を行いました。 
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 赤谷プロジェクト・イヌワシ生息環境改善に学ぶ——白山ろく木質燃料利用復活の
生物多様性保全効果への示唆















































































（担当：理工研究域サステナブルエネルギー研究センタ ・ー石島 達夫） 
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1.環境に関する教育と研究




























度から新規の共同利用・共同研究拠点として認定されました。2016 年 3 月 7 日−9 日には、共同利
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 附属図書館の取組み







① 「第 4 回金沢大学附属図書館 ECO 学習コンクール」の実施
2014 年度に引き続き、「第 4 回金沢大学附属図書館
ECO 学習コンクール」を実施しました。2015 年度は、




長大賞（各部門 1 名）、附属図書館長賞（各部門 3 名）及
びアカンサスジュニア賞（各部門１名）の計 10 名の受賞
者を決定しました。 








学長大賞の表彰    表彰式後の記念撮影 
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2.環境コミュニケーションの状況



































として、次のとおり図書館施設 3 か所を登録しました。 
・中央図書館    8 月 17 日（月）～9 月 18 日（金） 
・自然科学系図書館 8 月  7 日（金）～9 月 18 日（金）












・春：4 月 30 日（木）～5 月 1 日（金）
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 中学 2 年生職場体験事業（わく・ワーク）の受入れ
 金沢大学環境保全センターでは、職場体験を通して様々な環境について考える機会になればと金沢













































































2016 年 6 月。 
写真２．イフガオ里山マイスター養成プログラム
第 2 期生の能登・金沢研修団。金沢駅鼓門、 
2015 年 9 月。 
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3.地域・社会貢献活動 




寄生虫感染症制御学講座がフィールド調査として実施してきたものです。2015 年度は、9 月 14 日












④ 結果：256 名（男子 94 名、女子 162 名）の学童が健診を受診し、計 84 名（32.8％）が便検
体を提出しました。また動物便としては、野鼠、豚、山羊、犬などの合計 65 検体を採取しました。
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 石川県珠洲市における自動運転実証実験  
自動車の自動運転システムは、安全性、快適性の向上が見込まれることから近年様々な研究開発が
行われています。また自動運転システムは高齢過疎地域における次世代の交通手段としての活用も期


































なお本研究の一部は総務省 戦略的情報通信研究開発推進事業（SCOPE）地域 ICT 振興型研究開発
「自動運転車の地域振興へ活用に向けた研究開発（No.152305001）」により行われた研究です。 
（担当：新学術創成研究機構・菅沼 直樹） 
図 2 公道走行中の様子 














































































を使用した自家発電設備を稼働し、約 84 万ｋWh（角間は約 6 万 kWh／年、附属病院は約 78 万
kWh／年）を発電しました。 
また、自然エネルギーの利用も行っており、現在、自然科学系図書館、1・2 号館、本館及びイン
キュベーション施設の各屋上には 5 基 170kW の太陽光発電パネルが、附属高校校舎、体育館及び附
脚注 
 ※2：「エネルギー消費原単位」は、建物延床面積 1m2 当たりの原油概算量（Ｌ）で表します。 




        エネルギー消費原単位 
地区別エネルギー消費量 
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属病院屋上に 3 基 30 kW の太陽光発電パネルが設置されており、角間地区で年間約 14.2 万 kWh
（角間全体の電気消費量の約 0.6％相当）、平和町地区にて年間約 2 万 kWh、病院地区で年間約 1 万
kWh の電力を供給しています。 
本学では 2014 年度から、原単位（単位面積当たりの使用量）で前年度比 1％以上のエネルギー使
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 水資源の利用状況 
金沢大学における年間水使用量は、およそ 50 万 m3 となり、2014 年度と同量でした。 



















2012 2013 2014 2015 規制値 2012 2013 2014 2015 規制値 2012 2013 2014 2015 規制値
角間南地区 ガス冷温水器　 3台 28 31 30 31 150  <0.01  <0.01  <0.01 0.00 12.65  <0.01 0.01 0.01 0.01 0.10
角間南地区 ガス発電機      1台 43 49 42 58 600 0.01 0.02 0.01 4.00 3.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.05
角間北地区 Ａ重油ボイラー  3台 78 87 79 94 180 0.52 0.68 0.67 0.96 14.4 0.01 0.01 0.01 0.01 0.30
附属病院地区 ガスタービン　　 3台 30 35 27 36 70 - - - - 0.30
附属病院地区 ガスボイラー     3台 64 53 59 58 180 - - - - 0.30
附属病院地区 Ａ重油ボイラー  1台 51 58 62 75 180 0.01 0.02 0.01 0.01 0.30
宝町鶴間地区 Ａ重油ボイラー  4台* 65 30 68 66 180 0.29 0.09 0.59 0.38 － 0.01 0.01 0.01 0.02 0.30
平和町地区 Ａ重油ボイラー　1台 64 63 92 83 260 0.08 0.15 0.39 0.36 2.52 0.02 0.02 0.01 0.01 0.30
その他 Ａ重油ボイラー　2台 62 82 78 74 250 0.12 0.18 0.29 0.11 5.10 0.03 0.02 0.02 0.01 0.30
*宝町鶴間地区Ａ重油ボイラーは2011年度までは3台値、2012～2013年度は6台、2014年度からは4台の値
ばいじん等の大気排出濃度と規制値































Ｌ処理しました。また、環境保全センターの有機系廃液処理装置は老朽化のため、2014 年 9 月より
稼働を中止し、緊急外注委託処理をしています。なお、2015 年に環境保全センターの有機系廃液処
理装置は改修せずに、委託処理に移管することが決まりました。 
           
種類
年度 2011 2012 2013 2014 2015 2011 2012 2013 2014 2015
古紙＊ 222.2 253.4 259.9 251.1 245.4 96.2 97.3 98.6 99.0 99.0
ペットボトル 39.3 39.6 36.4 37.6 35.5 100.0 100.0 99.9 100.0 100.0
蛍光灯 0.8 1.5 1.6 3.0 2.1 51.2 93.2 96.0 96.7 76.4
金属くず 122.5 25.5 96.0 94.6 83.3 100.0 100.0 93.2 99.9 100.0
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取  扱  量 2,760 kg 2,630 kg 3,720 kg
大気への排出量 120 kg 74 kg 91 kg



























































2011年度 2,559 3,522 6,081
2012年度 2,525 3,507 6,033
2013年度 2,541 3,338 5,879
2014年度 2,418 3,003 5,421










2011年度 1,148 2,408 3,556 2,575
2012年度 1,133 2,398 3,531 2,564
2013年度 1,140 2,282 3,422 2,360
2014年度 1,085 2,053 3,138 2,291





































 分   野 目標 総調達 特定調達物品 目標達成
紙類（7品目） 100% 215,392kg 211,306kg 1品目を除き各品目100%
文具類（82品目） 100% 402,975個 402,975個 全品目100%
文具類 [グラウンド用白線]（1品目） 100% 2,200kg 2,200kg 全品目100%
オフィス家具・インテリア等（17品目） 100% 268,196個 268,196個 全品目100%
オフィス家具・インテリア等
 [カーペット等]（4品目） 100% 1,604㎡ 1,604㎡ 全品目100%
ＯＡ機器（19品目） 100% 54,783個 54,783個 全品目100%
家電製品（照明,エアコン等含む21品目） 100% 10,264台 10,264台 全品目100%
役務（18品目） 100% 1,896件 1,896件 全品目100%
他の特定調達物品（37品目） 100% 13,160個 13,160個 全品目100%
他の特定調達物品
 [２サイクルエンジン油]（1品目） 100% 18L 18L 全品目100%
2015 年度 グリーン購入実績 
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5.バリューチェーンの活動 
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おり、10 円を返金する代わりに 1 枚 10 円分の募金として寄付しています（2015 年度は東日本大
震災ボランティア活動支援募金として寄付しました）。 





15 年 14 年 
販売弁当個数(個) 26,639 29,681 
容器回収数(個) 9,379 12,115 
回収率(％) 35.21 40.82 
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 「金沢大学キャンパス環境整備の会」の活動       
 当会の活動は７年目を迎えました。参加人数は
12 人ですが、毎回の平均活動者数は 6.1 名です。
ちなみに昨年は 5.8 名でした。と言う訳で、各自 2
回に１回は参加しており、活動しようとする意識は
そこそこ高いと自負しております。表に見るように、


































     活動場所 回数 
H 駐車場に向き合う自然研 12 





 横の道沿い    
総会 1 
（雨で中止）  3 
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ポスター 卒業生から集まった物品 念入りに準備する学生スタッフ達 
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6.学生活動 




生から 2 ヵ月後に初めて行って以来、毎年活動を重ね、2015 年度の派遣をもって 30 回目を迎えま
した。 
 参加学生数はこれまでおよそ 800 名と、学年、専攻を問わず多くの学生に参加していただきまし
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 里山保全活動と大学通学路クリーン作戦 
 私たち里山サークルラクーンは、年間を通じて角間の里山































部：1 名、合計 17 名の参加がありました。 
 春には学生：7 名、大学生協：5 名、環境保全セ
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写真 2. 茅葺庵 
写真 1. 三井の自然 
写真 3. みい里山の市 
写真 4. おいしいたけロール 
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7.生物多様性の保全状況 







「里山ゾーン」（74 ha＝東京ドーム 16 個分）に指定しています。里山ゾーンは、他大学にはない
ユニークな環境資産であり、大学の教育研究に利用するだけではなく、地域住民の利用にも開放して






















・第１０回幹事会（2015 年 8 月 5 日） 


































・「学長と歩こう角間の里山」（2015 年 5 月 9 日）と「学長と汗を流そう！角間の里山下草刈り」



































































































 ☆ 健康教育教材パワーポイントの作成 
   健康教育として、ICT 教育推進室の ICT 教材 
  作成支援を受けて、教育教材パワーポイント 
『VDT 作業を快適に』（金沢大学オリジナル版） 
  を作成しました。ストレッチ体操のモデルは、 
  本学学生が担当しています。 














害が年間約 500 件起きています。 
 現在、約 6 万種類もの化学物質が
ありますが、その有害性の評価と環
境改善、取扱う際の注意が大切にな
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 学生・教職員を対象とした防災訓練（角間キャンパス）の実施 
 本学では、2015 年 10 月 23 日（金）に角間キャンパスにおいて、学生・教職員を対象とする大




  向上を図る。 
 ・「自分の身を守ることができるのは自分しかいない」ことを自覚し、日常的に避難場所と避難 







































































・ 共同 研 修 セ ンタ ー  
・ 低レ ベ ル 放 射能 実 験施 設  
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  教育学研究科、人間社会環境研究科、自然科学研究科、医薬保健学総合研究科、法務研究科 
 その他 











  大学間交流協定校143機関（35か国1地域）、部局間交流協定校63機関（20か国1地域） 
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 金沢大学では、2014 年度に環境方針、環境基本計画の見直し・改訂を行うとともに、環境マネジ
メントの体制も見直し、施設・環境委員会の下に環境マネジメント委員会を、また、環境マネジメン




基本方針 1 環境に関する先進的教育の継続的推進と持続可能な社会の構築に貢献する人材育成 
 ・ 共通教育機構では、2011 年度から「共通教育特設プログラム」を立ち上げ、共通教育科目履修
の指針を示しました。その一つに「環境・ＥＳＤ」に関わる科目群「環境・ESD リテラシー」があ
り、2015 年度も継続して開講しました。 
 ・ 理工学域では、全学共通の「環境・ESD 応用プログラム」を構成する科目を中心に関連の科目を
開講し、環境 ESD 教育を行いました。また、2016 年度入学生対象の新カリキュラム策定に際し、
各学類で環境教育関連科目の充実について検討しました。 





 ・ 附属図書館の図書館委員会に設置した環境学コレクション整備 WG で、選定方針を検討するとと
もに、環境関係分野を専門とする教員等に対して資料の選定を依頼し、164 冊を購入しました。 
 ・ 北陸 ESD 推進コンソーシアムを中心とし、地球環境基金、日本/ユネスコパートナーシップ事業




 ・ 環境保全センターでは、「わく・ワーク」として中学生の体験学習を受け入れました。 
 ・ 学生による里山サークル「ラクーン」主催の通学路クリーン作戦が行われ、教職員も参加しまし
た。 









 ※3：6 次産業化：農林漁業者が、生産活動を軸にしながら、加工や販売、サービス（外食産業や飲食業、 





















基本方針 3 本学の活動による環境影響の調査解析と環境負荷低減に向けた取組み 
 ・ 全学に対し、夏季の軽装（クールビズ）及び冷暖房温度適正化の周知徹底を行いました。 
 ・ 夏期の冷房期間中及び冬季の暖房期間中に、教職員、学生に学内の消費電力状況を Web サイト
及びアカンサスポータルにて周知を行いました。 










基本方針 4 化学物質の安全・適正な管理、廃棄物の適正処理と再資源化等による環境負荷の低減 
 ・ ５月及び１２月に化学物質の管理に関する講習会を行うとともに、化学物質管理システムについ
ても説明しました。 
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 ・ 附属図書館で 4～5 月と 11 月にブックリユース市を開催し、3,596 冊の本のリサイクルを行い
ました。 
 
基本方針 5 環境に関する情報の社会への公開、環境問題に対する啓発 









際しては、チラシや Web サイト等を通じてその広報に努めました。 
基本方針 6 環境に関する法規・規制・協定等の遵守と環境マネジメントシステムの実施 
 ・ 「金沢大学における化学物質の管理に関する細則」の学内基準値を上回った際に、該当地区に対
し注意喚起を行いました。 
 ・ 化学物質の管理に関する講習会で、環境に関連する法令、学内規則等について説明しました。 
 ・ 理工研究域では、廃液の運搬等について、安全衛生上の理由による通行禁止区域の設定や運搬上
のルールについて、貼り紙等により周知しました。 
 ・ 環境調査チームは化学物質の管理に関する現地調査を実施しました。 
 ・ 年 2 回（6 月・10 月）、キャンパス美化週間を設け、構内の環境美化活動を行いました。 
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 編集後記 
 今年も「環境報告書 2016」皆様にお届けできることになりました。 


















石島 達夫、 市原 あかね、 井上 美紗子、 甲斐 千尋、 亀田 真紀、 北浦  勝、 
菅沼 直樹、 鈴木 克徳、 千木 昌人、 出村 文一、 寺口 浩史、 所  正治、 
長尾 誠也、 中村 浩二、 西村 友里、 福田  聡、 増本 匡史、 松木  篤、 




秋根 茂久、 市原 あかね、 井上 美紗子、 亀田 真紀、 千木 昌人、 高原 憲一、  
寺口 浩史、 所  正治、 福田  聡、 道上 義正、 南  和江、 南谷  保、  
山下 太郎、 吉崎 佐知子 
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環境省｢環境報告ガイドライン（2012 年版）」と 
             ｢金沢大学環境報告書 2016｣の対照表 






1 報告にあたっての基本的要件 環境報告書の作成にあたって 47 
2 経営責任者の緒言 学長メッセージ 1 
3 環境報告の概要 金沢大学概要、2015年度の環境基本計画と実績 39～43 
4 マテリアルバランス マテリアル・フロー（エネルギー・資源や物質の流れ） 19 
「環境マネジメント等の環境配慮経営に関する状況」を表す情報・指標 
1 環境配慮の方針、ビジョン及び事業戦略等 金沢大学環境方針、金沢大学環境基本計画 ２～３ 
2 組織体制及びガバナンスの状況 
2-(1) 環境配慮経営の組織体制等 環境マネジメントへの取組み 4 
2-(2) 環境リスクマネジメント体制 リスクマネジメント体制 5 
2-(3) 環境に関する規制等の遵守状況 法令遵守の状況 35 
3 ステークホルダーへの対応の状況 
3-(1) ステークホルダーへの対応 環境コミュニケーションの状況 12～14 
3-(2) 環境に関する社会貢献活動等 地域・社会貢献活動 15～18 
4 バリューチェーンにおける環境配慮等の取組状況 
4-(1) バリューチェーンにおける環境配慮の取組方針、戦略等 バリューチェーンの活動、学生活動 27～32 
4-(2) グリーン購入・調達 グリーン購入の推進 26 
4-(3) 環境負荷低減に資する製品・サービス等 環境に関する教育と研究 6～11 
4-(4) 環境関連の新技術・研究開発 環境に関する教育と研究 6～11 
4-(5) 環境に配慮した輸送 エネルギーの消費等に伴う温室効果ガス（二酸化炭素）の排出と抑制策 25 
4-(6) 環境に配慮した資源・不動産開発／投資等 －  
4-(7) 環境に配慮した廃棄物処理／リサイクル 廃棄物の排出抑制と再資源化（リサイクル） 23 
「事業活動に伴う環境負荷及び環境配慮等の取組に関する状況」を表す情報・指標 
1 資源・エネルギーの投入状況 
1-(1) 総エネルギー投入量及びその低減対策 エネルギー消費 20～21 
1-(2) 総物質投入量及びその低減対策 マテリアル・フロー（エネルギー・資源や物質の流れ） 19 
1-(3) 水資源投入量及びその低減対策 水資源の利用状況 22 
2 資源等の循環的利用の状況 廃棄物の排出抑制と再資源化（リサイクル） 23 
3 生産物・環境負荷の産出・排出等の状況 





3-(3) 総排水量及びその低減対策 水資源の利用状況 22 
3-(4) 大気汚染、生活環境に係る負荷量及びその低減対策 大気汚染物質の排出と抑制策 22 
3-(5) 化学物質の排出量、移動量及びその低減対策 化学物質の適正管理と特定化学物質の排出・移動量 24 
3-(6) 廃棄物等総排出量、廃棄物最終処分量及び総排水量及びその低減対策 廃棄物の排出抑制と再資源化（リサイクル）、PCB廃棄物について 23～24 
3-(7) 有害物質等の漏出量及びその防止対策 法令遵守の状況 35 
4 生物多様性の保全と生物資源の持続可能な利用状況 角間里山本部の取組み 33～34 
「環境配慮経営の経済・社会的側面に関する状況」を表す情報・指標 
1 環境配慮経営の経済的側面に関する状況 －  
2 環境配慮経営の社会的側面に関する状況 金沢大学における安全衛生への取組み 36～37 
その他の記載事項等 
1 後発事象等 該当箇所に記載  
2 環境情報の第三者審査等 内部評価 46 
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本報告書についてのご意見・ご感想等は、下記までお寄せ下さい。   
     〒920-1192 
     石川県金沢市角間町 金沢大学施設部施設企画課 
     TEL:076-264-6180 FAX:076-234-4030 




金沢大学の Web サイトから見ることもできます。 
http://www.kanazawa-u.ac.jp/university/ 
 
また、この環境報告書は、下記の金沢大学の Web サイトで公表しています。 
http://www.adm.kanazawa-u.ac.jp/ad_sisetu/kankyou/torikumi.html 
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